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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第２委員会室 

担当職員  阿久根由美子 

日 時 平成２４年７月１３日（金曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １０ 時 ４３ 分  

出席委員 ◎西口 ○日高 並河 中澤 福井 湊 吉田 馬場 ＜木曽議長 明田副議長＞  

執行機関 

出席者  

事務局 

出席者 

 

今西局長、藤村次長、山崎係長、三宅主任、阿久根   

        

傍聴 可 市民 ０名 報道関係者 ０名 議員 ０名（    ） 

 会 議 の 概 要 
 

１０：００ 
〔西口委員長 開議〕 

１ 決算審査について 

＜事務局長＞ 

 ９月定例会決算特別委員会の委員長は明田副議長、副委員長は菱田産業建設常任委

員長である。 

 

〔議事調査係長 別紙日程等説明〕 

 

＜西口委員長＞ 

 案について、意見を。 

＜馬場委員＞ 

 全体的に理解する。事務事業評価の選定数は３項目ではなく、多岐にわたることか

ら３項目前後と幅をもたせてはどうか。事業レベルではなく項レベルの評価もありう

る。 

＜福井委員＞ 

 事業選定の日程はどうなるのか。 

＜事務局議事調査係長＞ 

 決算特別委員会の前日に常任委員会が開かれる。審査終了次第、決算特別委員会分

科会に切り替え事業選定となる。 

＜中澤委員＞ 

 分科会委員長が説明するのはどういうことか。選定数は５項目にしてはどうか。 

＜事務局議事調査係長＞ 

 5 項目なら最大 15 項目になる。15 項目を１日の日程でするのはむずかしい。 

＜事務局長＞ 

 他分科会所管の事業は分からないことから、共通認識ができるよう事務事業評価の

冒頭で各分科委員長から事業の選定理由と審査状況説明を入れている。 

＜西口委員長＞ 

 日程、変更点について案どおりとし、事務事業選定項目数は３項目前後とする。 
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２ 議会改革推進特別委員会結果について 

①委員会インターネット中継導入 

＜西口委員長＞ 

 会派での検討結果を。 

＜中澤委員＞ 

 特別委員会の検討結果のとおりで了解である。 

＜湊委員＞ 

 意義について賛否ある。 

＜馬場委員＞ 

 予算が必要ではあるがやる方向でよい。 

＜日高副委員長＞ 

 やる方向でよい。 

＜西口委員長＞ 

 決定とする。予算面で検討しながら進める。 

＜福井委員＞ 

 本会議のようにデマンドでするなら費用がかさむ。費用対効果を明確にしたうえでやるべ

き。 

＜木曽議長＞ 

 より具体に検討して進める。 

＜西口委員長＞ 

 録画からとの意見もあり、それがよいと思う。 

＜事務局長＞ 

 案を作り議会運営委員会で示す。 

 

②議会 twitter アカウントの開設 

〔全員 了〕 

 

③議会事務局の体制強化・独立性確保 

＜馬場委員＞ 

 二元代表制のなかで当然のことである。 

〔全員 了〕 

 

④議会報告会の拡大 

〔全員 了〕 

 

⑤文書質問 

〔事務局長説明〕 

＜西口委員長＞ 

 会派で検討を。 

 

３ 請願紹介議員申合せについて 

〔全員 了〕 
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４ その他 

＜事務局長＞ 

 次回議会運営委員会は 8月 28 日招集告示日の午前 10 時からである。 

    散会 １０：４３ 


